
野
田｢

ド
ジ
ョ
ウ
内
閣｣

の
誕

生
か
ら
二
ヶ
月
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
先
日
の
新
聞
に
は
、

岩
手
・
秋
田
・
宮
城
の
三
県
に

ま
た
が
る
栗
駒
山
系
で
は
木
々

も
色
づ
き
紅
葉
の
盛
り
を
迎

え
た
と
の
知
ら
せ
。
震
災
か

ら
九
ヶ
月
、
紅
葉
が
終
わ
れ
ば

被
災
地
に
は
厳
し
い
冬
が
訪
れ

る
。
仮
設
住
宅
の
寒
さ
対
策
も

十
分
に
整
っ
て
い
な
い
状
況
は

ま
っ
た
く
も
っ
て
心
配
で
あ
る
。

７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
復

興
策
を
盛
り
込
む
三
次
補
正

予
算
も
、
復
興
債
の
償
還
の
考

え
方
に
つ
い
て
未
だ
与
野
党
で

一
致
を
見
て
い
な
い
。
被
災
者

の
皆
さ
ん
が
こ
れ
以
上
の
痛
手

を
受
け
な
い
よ
う
も
っ
と
頑
張
っ

て
も
ら
わ
な
い
と
な
ぁ
。

９
月
定
例
議
会
は
、
75
億
３
千
万
円

に
上
る
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む

13
の
知
事
提
出
議
案
と
議
員
提
出
議

案
の
埼
玉
県
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進

に
関
す
る
条
例
を
可
決
し
10
月
14
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
の
特
徴
は
、
被
災

者
へ
の
支
援
金
の
本
県
負
担
分
を
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
基
金
へ
拠
出
す
る

こ
と
に
よ
る
支
援
の
強
化
や
、
県
民
の

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
大
気

中
の
放
射
線
量
の
測
定
や
土
壌
等
の
検

査
を
行
う
機
器
の
増
強
を
す
る
な
ど

「
東
日
本
大
震
災
」
の
関
連
と
、
そ
の
影

響
に
よ
る
こ
の
夏
の
電
力
不
足
で
も
注

目
の
度
合
い
が
一
段
と
高
ま
っ
た
、
創

エ
ネ
と
省
エ
ネ
へ
の
先
進
的
な
取
り
組

み
「
エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
期
は
積
極
的
に
国
へ
意
見

書
の
提
出
も
し
て
お
り
、
今
議
会
で
は

会
派
提
案
の
「
今
年
度
限
り
で
終
了
す

る
基
金
事
業
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
と
「
緊
急
事
態
基
本
法
の
早

期
制
定
を
求
め
る

意
見
書
」
の
２
案

も
県
議
会
の
意
見

と
し
て
国
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

討

議

資

料

発 行 者

刷新の会 鴻巣支部
県議会議員 中屋敷慎一
〒365-0039
鴻巣市東3-11 -18-103号
TEL 048-541-8110
FAX 048-541-0256

９
月
定
例
県
議
会

主
な
内
容

な
か
や
し
き
慎
一
チ
ャ
レ
ン
ジ
報
告

埼
玉
県
議
会

刷

新

の

会

鴻

巣

支

部
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菅原議員 主な質問項目

1 各種防災ハザード

マップの作成について

2 医師不足解消への
取組について

《
上
田
知
事
答
弁
要
旨
》

「
な
か
や
し
き
の
思
い
」

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
に
よ
る
作
成
を
促
す
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
積
極
的
に

情
報
の
一
元
管
理
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ

た
と
き
に
は
、
危
機
管
理
防
災
セ

ン
タ
ー
が
、
情
報
の
面
で
も
県
民

の
拠
り
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
国
は
医
学
部
新
設
を
認
め

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
検
討
会
を
設
け

て
医
学
部
新
設
に
つ
い
て
の
議
論
を

し
て
い
ま
す
。
県
議
会
で
の
ご
指
摘

も
こ
こ
に
来
て
多
数
上
が
っ
て
き
て

お
り
ま
す
の
で
、
県
と
し
て
も
昨
年

度
か
ら
医
学
部
新
設
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

わが会派からは一般質問
に戸田市選出の菅原文仁

議員が初登壇しました。

で
７
０
０
億
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
で
６
５
億
円
程
度
の
投
資
が

必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
長
期
的
な

視
野
に
立
て
ば
是
非
と
も
必
要
と

考
え
る
が
、
知
事
の
見
解
は
？

《
危
機
管
理
防
災
部
長
答
弁
要
旨
》

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
過
去
浸
水
被
害
を
受
け
た
37
市
町

の
内
30
市
が
未
作
成
。
土
砂
災
害
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
警
戒
19
指
定
市
町

村
の
う
ち
12
市
町
村
が
未
作
成
。
こ

れ
ら
の
状
況
に
対
処
す
べ
く
、
県
担

当
部
局
で
協
力
し
、
各
市
町
村
に
作

成
を
促
し
ま
す
。

１
各
種
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

う
ち
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

土
砂
災
害
マ
ッ
プ
、
液
状
化
危
険

度
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
未
整
備

の
自
治
体
が
多
数
あ
る
。
大
震
災

の
教
訓
か
ら
県
と
し
て
も
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
状
況
を
総
点
検
し
て

作
成
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
如
何
か
？

9/13 埼玉県農業大学校 視察

８

月

８

日(

月)

〜

10
日(

水)

佐
賀
県
立
致
遠
館

ち
え

ん
か
ん

中
学
校
・高
等
学
校

佐
賀
県
立
致
遠
館
高
校
は
、
２
０
０

３
年
に
佐
賀
県
立
致
遠
館
中
学
校
を

併
設
し
中
高
一
貫
教
育
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。
併
設
型
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
す
べ
く
、
学
習
だ
け
で
な
く
諸
活

動
・
生
徒
指
導
な
ど
に
も
一
貫
性
を

持
た
せ
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
学
習
面
に
お
い
て
も
高
校
は
県

立
高
校
上
位
に
位
置
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
佐
賀
県
で
は
、
同
様

の
中
高
一
貫
教
育
を
４
校
で
展
開
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
佐
賀
県

教
育
委
員
会
の
教
育
改
革
に
お
け
る
、

中
高
一
貫
教
育
へ
の
期
待
の
大
き
さ

を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

がんばろう日本！負けないで東北！

２
医
師
不
足
解
消
の
た
め
に
、
埼

玉
県
に
医
科
大
学
の
創
設
を
考
え

て
は
如
何
か
？

県
立
医
大
の
設
置

に
つ
い
て
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
の
県
民
の
関
心
も
高
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
県
も
県
立
伊

奈
学
園
が
中
高
一
貫
教
育
を
展
開
し

て
い
る
が
、
伊
奈
学
園
中
学
の
入
試

選
抜
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
、
抽
選

方
式
も
佐
賀
県
に
お
い
て
は
、
平
成

20
年
か
ら
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
新
し

い
取
り
組
み
で

問
題
点
が
生
じ

た
と
き
の
改
革

の
ス
ピ
ー
ド
は

あ
っ
ぱ
れ
だ
と

感
じ
た
。
本
県

も
も
っ
と
レ
ス

ポ
ン
ス
を
上
げ

て
い
か
ね
ば
真

の
検
証
は
出
来

な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。

刷新の会は、10月14日に平成24年度予算編成
にかかる県政要望書を知事に提出しました。

地元問題 (鴻巣市)

①コウノトリの舞う魅力的な地域づくり推進事業について

②栄養教諭及び学校栄養職員の増員について

③主要地方道さいたま鴻巣線の歩道整備事業の促進について

④河川事業 元荒川親水事業の促進について

⑤主要地方道鴻巣羽生線整備事業の促進について

⑥県道鴻巣桶川さいたま線鴻神社前交差点改良事業の促進について

⑦鴻巣停車場線（都市計画道路：駅東通線）の改良及び旧中山道

（都市計画道路：鴻巣桶川さいたま線）との交差点改良について

⑧乳幼児医療費補助額の拡大について

⑨幼稚園就園奨励費補助の負担割合について

●企画財政

●総務関係

●県民生活関係

●警察・危機管理防災関係

●産業労働関係

●農業関係

●環境関係

●都市整備関係

●県土整備関係

●教育関係

●福祉・保健・医療関係

各市町村問題を含め262項目
の要望をしました。

神
無
月
に
思
う



圏
央
道
鶴
ヶ
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

ほ
ど
近
く
に
あ
る
、
埼
玉
県
農
業
大
学

校
を
訪
ね
た
。
昭
和
20
年
に
埼
玉
県
立

農
民
道
場
と
し
て
誕
生
し
た
こ
の
学
校

は
、
そ
の
歴
史
を
経
て
昭
和
60
年
に
埼
玉

県
農
業
大
学
校
と
し
て
発
足
し
、
農
業

後
継
者
の
育
成
を
中
心
と
し
た
「
食
と

農
の
担
い
手
づ
く
り
」
や
農
村
地
域
の
指

導
者
の
研
修
を
行
う
な
ど
し
、
本
県
農

業
を
支
え
る
人
づ
く
り
に
力
を
注
い
で

い
る
。

学
生
た
ち
は
、
34
㌶
を
超
え
る
広
大
な

敷
地
の
中
で
野
菜
・
花
植
木
・
畜
産
・
実

践
の
四
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
50
％
以
上
を
農
地
で
の
実
習

を
行
う
と
い
う
実
践
主
義
の
中
で
学
ん

で
い
る
。
ま
た
、
修
業
期
間
に
農
耕
用
大

型
特
殊
免
許
な
ど
の
資
格
取
得
の
チ
ャ

ン
ス
も
あ
る
そ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
も
、
本

県
農
業
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
高

め
続
け
て
い
く

た
め
に
、
「
実

践
主
義
」
の
更

な
る
充
実
を

図
り

続
け
て

も
ら
い
た
い
。

☆★☆ 編集後記 ☆★☆

９月議会も終わりはしま
したが、今も気になってい
ることが…。川口と鳩ケ谷
の合併に伴う次の県議選の
区割り、今までの判断と違
い特例を使わず、新川口市
を一つの合区として行われ
ることになりました。加須
や久喜の合併の時とは違う
結論、自民党さんが何故そ
う判断したのか? 慎一
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埼玉県議会 刷新の会 鴻巣支部

中屋敷慎一事務所
〒365-0039
鴻巣市東3-11-18-103
TEL 048－541ー8110
FAX 048ー541－0256

E-mail✉
challenge@nakayashiki.net

★県議会へのご意見、ご要望
承っております

★★★ ７月活動報告 ★★★
2日 第1回市民後見全国大会 東京大学大講堂（安田講堂）

4日 文教委員会 県議会議事堂

4日 八ッ場ダム建設事業の推進を求める議員連盟研修会

5日 防犯のまちづくり推進議員連盟総会

5日 県議会最先端技術振興議員連盟総会及び研修会

6日 公社事業対策特別委員会 県議会議事堂

6日 放射能問題の基礎知識に関する研修会

8日 6月定例議会閉会 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

9日 JA鴻巣市女性部第34回通常総会 本町コミセン

10日 鴻巣夏まつり 渡禦発幸祭 八幡神社

10日 上尾道路建設促進期成同盟会総会 上尾文化センター

12日 埼玉県知事選挙上田きよし候補予定者鴻巣選対準備会

14日 上田きよし候補出陣式 浦和駅西口

15日 上田きよし候補鴻巣駅東口街宣 応援演説

17日 吹上夏まつり

16日 荒川北縁・南縁合同水防訓練 熊谷荒川左岸堤防

16日 第9回常光納涼まつり 常光小学校

16日 鴻消会 寿し屋のいしい

17日 原馬室祈祷獅子舞 愛宕神社

17日 知事選挙友情応援演説会 大宮駅西口
20日 知事選挙 首都圏三知事競演会 大宮駅東口

21日 厳島神社夏の例大祭 常光厳島神社

22日 知事選挙応援

23日 知事選挙大応援演説会 大宮駅東口

24日 知事選挙大応援演説会 大宮駅西口

24日 第45回市民水泳大会 鴻巣北中学校プール

25日 知事選挙応援

27日 県職員鴻和会総会並びに懇親会 ゆき寿司

28日 知事選挙応援

31日 埼玉県知事選挙投票日

★★★ ８月活動報告 ★★★
1日 議会あり方研究会勉強会 県議会議事堂

5日 刷新の会 会派視察 視察レポート掲載！！

6日 朝起会

6日 鴻巣市医師会納涼会 とき

6日 親和会納涼大会 氷川町4号公園

7日 なかやしき慎一県政報告会 鴻巣フラワーセンター

8日～10日 文教委員会視察 視察レポート掲載！！

11日 江川改修促進協議会通常総会 桶川市農業センター

12日 刷新の会 団会議 県議会議事堂

18日 刷新の会 会派視察 視察レポート掲載！！

20日 松原四自治会合同夏祭り松原会館

20日 赤見台夏祭り

20日 鴻巣地区交通安全協会支部役員会・懇親会

21日 市民とともに成年後見を学ぶ会セミナー

熊谷市商工会議所大ホール

21日 原馬室獅子舞棒術「祭典」 観音堂
23日 水資源機構利根導水総合事業所

武蔵水路改築建設所視察 視察レポート掲載!!

24日 第２回八ッ場ダム建設推進全体協議会 憲政記念館

27日 東町納涼大会 東町公園

27日 満足度推進クラブ納涼会 クレアこうのす

30日 （仮称）鴻巣市医療関係者意見交換会 大正家

★★★ ９月活動報告 ★★★
1日 鴻巣市倫理法人会第568回モーニングセミナー講師

鴻巣フラワーセンター会議室

1日 野々宮神社例大祭

2日 公社事業対策特別委員会視察の事前勉強会

2日 議会あり方研究会 ５か年計画検討会 産業部会

2日 江野こういち県政報告会 東松山 紫雲閣

4日 ソフトバレーボール大会 鴻巣市立総合体育館

4日 埼玉師範塾第四期生 第５講座 埼玉会館

5日 滝馬室氷川神社秋季例大祭

6日～8日 公社事業対策特別委員会視察

次号レポート掲載予定！！

9日 議会あり方研究会 ５か年計画検討会 産業部会

9日 第11回フラワーコンサート エルミこうのす２階

11日 鴻巣市武道大会 鴻巣市立総合体育館

13日 刷新の会 会派視察 視察レポート掲載！！

14日 鎌塚八幡神社 巫女の舞 鎌塚八幡神社

18日 雷電町敬老会 雷電町町内会館

18日 大野神社秋季例大祭

18日 田間宮地区敬老会 コミュニティふれあいセンター

20日 刷新の会 団会議 県議会議事堂
22日 9月定例県議会開会日 県議会議事堂

22日 議員政策研修会 県議会議事堂

29日 県議会一般質問 県議会議事堂

30日 県議会一般質問 県議会議事堂

活動報告は抜粋させていただいてます。
詳細は、ホームページに掲載しています

8月23日（水）水資源機構 利根導水総合事業所 武蔵水路改築建設所視察
今回、利根大堰から工事進捗現場、わが市の新たな放流口予定地２か所そして、

糠田排水機場と沿線の拠点すべてを視察したが、その道すがら最も驚いたの

は、地盤沈下の影響である。沿線の鴻巣足利線を車で走ったが、強化をしてあ

る橋梁部分の周辺とそうでないところの地盤の強さの差によって道路が波をうっ

たようになってしまっているのだ。また、沈下の影響で水路上部が歪んでしまっ

ている個所もあったりした。普段車で通っていても、あまり

不思議を感じていなかったところで大変な事が起こっている。

改築工事自体は急がねばならない。今後の課題は、「８０人

以上の尊い人命が失われているこの水路の安全対策が十

二分のものである必要がある。」と意見させていただいた。

８
月
５
日(
金)

八
ッ
場
ダ
ム
現
地
視
察

８
月
18
日(

木)会
派
有
志
視
察

９
月
13
日(

火)

埼
玉
県
農
業
大
学
校
視
察

お
よ
そ
１
年
半
ぶ
り
の
現
地
視
察
、

政
権
交
代
後
に
民
主
党
政
権
の
前

原
国
土
交
通
大
臣
に
よ
り
建
設
中

止
と
さ
れ
た
「
八
ツ
場
ダ
ム
」
だ
が
、

ダ
ム
本
体
工
事
は
凍
結
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
る
。
現
在
は
、
予
断
な
く
検

証
を
し
て
い
る
最
中
だ
そ
う
だ
が
、

現
地
を
訪
れ
て
み
る
と
、
１
年
半
前

に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
湖
面
２

号
橋
も
し
っ
か
り
と
つ
な
が
り
、
ダ

ム
湖
に
沈
ん
で
し
ま
う
部
分
の
国
道

も
高
い
位
置
へ
と
切
り
回
し
も
済
み
、

代
替
え
地
へ
の
住
ま
い
の
移
転
も
だ

い
ぶ
進
ん
で
い
た
。

無
駄
な
公
共
事
業
と
し
て
や
り
玉

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
事
業
だ
が
、

周
辺
工
事
を
進
め
な
が
ら
の
予
断
な

き
検
証
、
「
国
は
一
体
何
を
し
た
い
の

だ
ろ
う
か
？
」
と
思
う
。
そ
も
そ
も
、

長
い
歴
史
の
中
で
建
設
反
対
か
ら
や
っ

と
の
思
い
で
建
設
容
認
へ
と
シ
フ
ト

し
て
き
た
わ
け
で
、
そ
れ
そ
の
も
の

が
国
と
の
契
約
の
中
に
あ
る
は
ず
だ

し
、
現
地
の
皆
さ
ん
の
生
活
再
建
は
、

ダ
ム
の
完
成
を
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
現
在
の
状
況

を
鑑
み
る
と
、
現
地
の
皆
さ
ん
の
事

や
本
県
を
含
む
関
係
行
政
な
ど
の

事
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
「
中
止
」

な

ど
と

い
う

判
断
を
し
て
は

な

ら
な

い
と

強
く
感
じ
た
。

議

連
で
の
活

動
を

強
化

し

国
へ
の
働
き
掛

け
を
強

め
ね

ば
な
ら
な
い
。

埼
玉
県
立

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

私
ご
と
な
が
ら
、
わ
が
子(

長
男)

が

地
元
の
小
児
科
で
重
病
の
疑
い
が
あ

る
と
診
断
さ
れ
車
を
飛
ば
し
て
緊
急

検
査
に
行
っ
て
か
ら
20
年
ぶ
り
の
訪

問
だ
。
当
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
58
年
の
開

設
以
来
小
児
医
療
の
専
門
病
院
と
し

て
展
開
し
て
き
た
。
本
館
の
一
部
が
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
事
や
地

盤
沈
下
の
影
響
な
ど
に
よ
り
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
６
月
議
会

の
知
事
の
提
案
説
明
の
中
で
、
大
宮
の

日
赤
病
院
と
共
に
新
都
心
へ
の
移
転

の
方
向
が
示
さ
れ
た
。
現
状
の
病
院

敷
地
が
建
物
部
分
だ
け
で
６
万
㎡
と

広
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
移
転

先
は
１
万
㎡
ほ
ど
の
敷
地
、
容
積
率
の

違
い
を
考
慮
し
て
も
綿
密
で
慎
重
な

検
討
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

病
院
内
部
も
拝
見
し
た
が
、
や
は
り
、

周
産
期
に
係
る
医
療
が
最
も
ひ
っ
迫

し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
。
病
院
移

転
に
合
わ
せ
て
周

産
期
医
療
体
制

整
備
が
大
き
く

前
進
す
る
よ
う

に
し
っ
か
り
と
意

見
具
申
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
へ
の
対

応
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
私
た
ち
県

民
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、

環
境
問
題
に
取
り
組
む
県
民
へ
の
支

援
や
直
面
す
る
環
境
問
題
に
対
す
る

試
験
研
究
、
そ
し
て
、
環
境
学
習
な
ど

を
担
う
機
関
で
あ
る
。
大
気
、
土
壌
、

化
学
物
質
な
ど
の
研
究
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
説
明
を
頂
い
た
が
、
専
門
性
の

高
さ
ゆ
え
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
し
っ
か
り
と

続
け
て
い
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い

し
、
今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
研
究
の

成
果
を
わ
か
り
や
す
く
県
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
感

じ
た
。
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

へ
の
環
境
学
習
支
援
に
つ
い
て
も
、
総

合
学
習
の
時
間
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
も
っ
と
も
っ
と
進
め
て
い
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
鴻
巣
市
内

か
ら
車
で
10
分
ほ
ど

の
旧
騎
西
町
種
足
に

あ
る
当
セ
ン
タ
ー
。

展
示
館
も
あ
る
の
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
も

ぜ
ひ
訪
ね
て
い
た
だ

き
た
い
。


